
 

 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2023年度 

Ｎｏ.１５ 

２０２３年８月１日 日本鉄道労働組合連合会 
 
組合員同士の絆を深めＪＲ西日本連合の魅力と求心力を高めていこう！ 

 

 ＪＲ西日本連合は７月 28 日、「ホテルグランヴィア京都」において第 32 回定期大会

を開催し、向こう１年間の運動方針を決定するとともに、運動を牽引する新役員体制を

確立した。会場には、ＪＲ西日本連合に集う約 150名の仲間が結集し、ＪＲ連合からは

荻山市朗会長と住吉一家労働政策局長が出席した。 

 挨拶した上村良成議長（ＪＲ連合副会長）は、「2022年度決算

は黒字化したもののコロナ禍でのダメージは大きく、難局を完全

に乗り越えている状況ではないが、足元の収入は急激に回復して

おり反転攻勢の舞台が整ってきた。魅力あるＪＲ産業を取り戻す

ために本大会を実りある大会にしよう」と呼びかけ、安全の確立

をはじめ、ＪＲ西日本グループの魅力を取り戻すこと、賃金をは

じめとする労働条件を引き上げていくこと、組合員同士の絆を深

めていくことなど、主要課題に対する所信を表明した。 

また、来賓として挨拶した荻山会長は、安全を最優先に直近の

取り組みを報告する中で、ＪＲ特有の内部補助による経営には限

界があり、官民パートナーシップを強化するためにも政治との関

りが重要となることや、意欲高く働き続けられる環境がＪＲ産業

には欠かせないことから、2023春闘の成果を一過性にすることな

く、成長と分配の好循環を創り出す必要があること、2024年問題

については物流クライシスのみならず、建設業における時間外労

働の上限規制に対しても対応していく考えを示した。 

議事では、幹事会が提案した議案に対して５名の代議

員から安全や離職問題、労働条件や人財不足等の問題に

対して発言があり、幹事会答弁、白壁靖子事務局長の集

約答弁を経て、全議案が満場一致で採択された。 

役員改選では、長期間にわたりＪＲ西日本連合運動を

牽引した白壁事務局長が退任し、新たに川原孝義事務局

長を選出。総勢 30 名の新役員体制が確立され、再任し

た上村議長の団結ガンバローで閉会した。 

終了後に開催されたレセプションには、ＪＲ西日本の長谷川一明社長をはじめ多数の

経営幹部も参加し、参加者との懇親を深め合った。 


